
松美

盛

氏

河
原
へ
轄
地
療
養
。

0
三
浦
錦
三
郎
氏
今
般
辞
職
せ
ら
れ
た
る
が
、
今
後
は
窪
田
四
郎
内
田

〔織
〕

信
也
氏
等
の
御
兄
弟
に
よ
り
て
組
繊
せ
ら
れ
た
る
内
田
同
族
會
の
理
事
と
し

て
執
務
せ
ら
る
4
傍
ら
在
来
の
通
り
牙
彫
に
従
事
せ
ら
る
4
由。

0
小
0
森
0
白
0
海

野

同

助

数

授

伊

東

亮

次

書

記

代

矢

山

哉
氏

泉
倉
―
―
―
氏

職
員
動
静

岩

峻

氏

小
石
川、

西
丸
町
五
二
、
榊
原
邸
内
に
轄
居
。

本
郷
、
根
津
清
水
町
七
へ
轄
居
。

一
月
初
旬
よ
り
凡
―
―
一
週
間
修
善
寺
へ
轄
地
療
蓑
゜

一
月
中
旬
よ
り
二
月
上
旬
迄
の
見
込
に
て
、
相
州
湯

任
宮
内
技
手

調
度
寮
勤
務
を
命
す
（
一
月
二
十
一
日
）

教
授
正
六
位

従
六
位

従
六
位

正
七
位

正
七
位

従
七
位

同

貞

松

孝
太
郎

幸

雄

（
以
上
一
月
三
十
日
）

屋

欽

長

代原

同

結鹿

城

同

島

英

同

岡

田

二秀

同

田

禰

壽

治

叙
従
七
位
（
一
月
二
十
日
）

依
願
免
本
官
（
一
月
十
六
日
）

助

教

授

八

巻

於
菟
三

同

松

岡

同

水

谷

赦

授

大

島

勝
次
郎

鐵

也
輝

夫

山

雇
を
命
す
、
會
計
掛
を
命
す
（
一
月
八
日
）

長 生
徒
動
静

●
僻
令

助
教
授

浦

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
記
事
抜
粋

巻

号

年

月

日

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
七
ー
六
。
T
•

八
・

一
・

三
一
〕

柳
三
郎

金

田

春

吉

勝李

ロ 海

鎌櫻

岡

三

四

郎

巻
於
菟
三
氏
明
治
四
十
年
一
二
月
金
工
科
を
卒
業
、
同
年
十
一
月
よ

り
金
工
科
助
手
と
し
て
勤
務
し
、
大
正
六
年
六
月
助
教
授
に
進
み
、
勤
績
せ

ら
れ
た
る
が
、
今
回
宮
内
省
へ
榮
轄
し
調
度
寮
に
於
て
金
工
閥
係
の
事
務
を

掌
ら
る
る
こ
と
と
な
れ
り
。

元
氏
（
元
西
選
三
）

俊
雄
氏
（
彫
選
研
）

直
快
〕二
氏
（
師
一
＿
一
）

な
り
し
が
回
復
せ
し
に
つ
き
復
校

●
辟
令

叙
従
五
位

叙
正
六
位

叙
正
六
位

叙
従
六
位

叙
従
六
位

叙
正
七
位

叙
従
七
位

0
八

一
月
二
十
一
日
復
校
を
許
可
せ
ら
る
。

一
月
十
日
退
學

昨
年
一
ー
一
月
卒
業
の
慮
病
氣
に
て
延
期
中

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
七
ー
七
。

T
•

八
・

三
・

三
一
〕

叙
勲
八
等
授
瑞
賓
賞
（
二
月
二
十
七
日
）
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春

日

本

霊

科

本

科

羞

月

尚

山

梨

●
卒
業
式
本
校
第
二
十
八
回
卒
業
證
書
授
典
式
は
三
月
二
十
四
日
午
前
十
時

畢
行
せ
ら
れ
た
り
、
卒
業
生
姓
名
卒
業
製
作
目
録
左
の
如
し
。

自
聾
肖
像
、
赤
子

同
、
裸

罷

同
、
岩

湯

同
、
老
い
た
る
漁
父

同
、
秋
の
日

同
、
か
ぢ
め
採
り

同
、
祈

同
、
種
播
き
、
憩
ひ
前

同
、
椅
子
に
よ
れ
る
女

同
、
髪
を
椋
く
女

同
、
逝
く
者

同

大

内

齊

東

京

同

太

田

束

京

同

野

ロ

勝六

長

崎

同

西

同

鈴大薦小

村木津

蔵叡

神
奈
川

清

茨

城

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
八
ー
一
。

T
．

八
•

五
・

三
一
〕

同

熊

本

同

立

麟
之
助

文

雄

逸

次

宮

城

新北

J/1 

同

野

愛

知

久

同

澤

枝

重

雄

北

海

道

西

堀

保
之
助
氏
（
嘘
託
）
今
回
帝
室
博
物
館
學
藝
委
員
を
命
ぜ
ら
れ

京
都
帝
室
博
物
館
詰
と
な
ら
る
。

生
徒
動
静

定

夫
氏
（
版
一
）
一
月
三
十
日
病
死
せ
ら
る
。

衛
氏
（
圏
一
部
卒
業
期
）
松
川
と
改
姓
せ
ら
る
。

長
次
郎
氏
（
同
上
）
松
田
と
改
姓
せ
ら
る
。

同

神

谷

編
五
郎

萬

吉

愛

知

本

科

能

勢

鳥

取

西

洋

盟

科

0
開

梅

那
須
野
の
秋

榮
華
物
語

唐
美
人

同

伍

公

支

那

0
伊

東
る。

同

吉

東

京

職
員
動
静

0
輻
井
信
之
進
氏
（
休
職
教
授
）
二
月
七
日
支
那
よ
り
蹄
京
せ
ら
れ
し

が
、
二
月
十
五
日
休
職
満
期
と
な
る
。

次
氏
（
助
数
授
）

亮

三
月
十
三
日
米
國
へ
向
け
渡
航
せ
ら

選

科

高

東

京

白

同

森

村木

忠保俄
之
夫助

高

知

夕

月

同

村

上

富

山

七

夕

同

番

匠

友雄義和

郎岳

石

川

依
願
解
圏
（
三
月
十
二
日
）

新

納

忠

之

介

本
校
生
徒
京
都
府
及
奈
一
艮
縣
修
學
旅
行
に
付
臨
時
宜
地
指
導
を
啜
託
す
（
三
月

十
三
日
）

〔託〕

隅

記

闊

保
之
助

秋

睛
那
智
、
瀞
八
丁

青

密
供
蓑
の
曼
荼
羅

家

鴨

同

石

井

千

葉

同

小大

倉

東

京

同

貫

堅

栃

木

同

狩井

野

恒政
次
郎

東

京

同

上

也

静

岡

休
職
を
命
ず
（
三
月
七
日
）

夏
の
朝
、
冬
の
タ

同

柳

澤

員

長

野

773 第19節大正 8年



自
作
像

モ
デ
ル
に
な
っ
た
日

同

本

牧

太

誹
奈
川

本

科

島

村

治

文

高

知

敷
物
圏
案

〔
テ
〕

ス
ラ
ン
ド
グ
ラ
ス
圏
案
｛

同

松

田

長

次

郎

岐

阜

同

高

鐵

雄

石

川

同
、
或
人
の
像

彫

刻塑
造
部

同

高

橋杉

正

買

廣

島

科

同

揺

岡

選
科

寵齋藤

藤）II

國

瑶廓助

支

那

同
、

同

和
歌
山

筈
各
種
圏
案

装
禎
圏
案

卓
子
掛
岡
案

モ
ザ
イ
ク
圏
案

同

藤伊松

崎澤 川

幅

島

同

石

川

同
、

同

宇

岩

手

第
一
郡

蒔
檜
書
棚
圏
案

ス
ト
ー
プ
前
立
圏
案

同

吉

岡

吉
太
郎

久

衛

睛
太
郎

邁

象

石

川

同
、

同

岡

田

富

蔵

東

京

本

科

開

敬

信

茨

城

同
、
寝
て
ゐ
る
女

同
、

同

有

光

健

治

山

口

同

里

見

同
、
足
を
拭
ふ
女

同
、
乳

同

、

家

族

同
、
楽
器
を
持
て
る
女

同
、
磯
に
て

同
、
春
（
ス
ペ
イ
ン
の
扇
）

同
、
Vision

同

武

井野

勝武

蔵

京

都

圏

案

科

雄

長

野

選
科

藤

茨

城

同

頓澁

保

彦

山

口

川

底

波
の
囁
き

本
科

後笹

野

浦恵

紳
奈
川

同 同

井

谷澤

重

保海

神
奈
川

牙
彫
部

長

崎

同

白

石

盛

香

宮

崎

同

永

栃

木

選

科

佐

藤

二
重

頂

同

須藤

谷橋

渉
之
介

俊

造

美
佐
雄

龍

殷

島

満獨若
き
思
ひ
作

同

鎌

野

同

高

新

褐

お
も
ひ

同

ロ

同
、
う
ら
4
か

同
、
六
十
七
番
凶

同
、
流
れ
逝
く

同
、
落
葉
の
上

同
、
緑
の
室

同
、
秋

磐

同
、
裏

同

宮

坂

勝

長

野

岐

路

本
科

池泰

田

紹卯
之
助美

正

香

川

香

川

世

富

山

同

鍋

山

伴

福

岡

同

岡

部

敬
之
助六

同

井

上

襄

兵

庫

第2章

同

小

原

鳥

取〔
木

〕

栃

本

同

野

口

盆

石

川

同

島

崎

敏

整夫

北
海
道

疲

れ

沈

思

婦
女
脆
坐
の
像

女
の
習
作

人
魚
の
歎
き木
彫
郡

同

吉

岡

貫

一

郎

宮

城

米安
藤

春

雄

茨

城

制度改革期

同

同

治

同

宮

原

七

鹿
兒
島

同

揺

田

正

富

山

774 

香

川



観佛

製

版

科

池

邊

夫

大

分

上

貞

久

巖

島

風
呂
先
屏
風

乾
漆
花
瓶

同

栢

田

光好光源榮角
太太 十四
郎郎明郎郎

東

京

卜

澤

埼

玉

水

谷

英

福

島

同

幸

王

奈

艮

山

ロ

禎

廣二

福

岡

染

川

治

佐

賀

漆

科

蛾
色
地
椋
欄
圏
蒔
箱
文
疑

小
手
笞

乾
漆
製
観
音
像

鰹
筈
色
紙
筈

山
水
額
面

桐
木
地
天
平
模
様
圏
蒔
給
冊
子
筈

乾
漆
製
大
花
瓶

荒
金
地
日
廻
模
様
蒔
縮
筈

同

高

山

東

京

杉

山

司

七

富

山

山

下

次雄

佐

賀

同

吉

田

高

知

向

正

奈

艮

前

田

静

岡

選
科

高北

井森

新

渇

佐

井藤藤

湊

山

形

松

岡

武

夫
圭
三
郎

伊

作

静

岡

同

富

山

近

伊

藤

愛

知

同 同

辻池
編

文

次

新

渇

圏

車
早

師

範

科

廣

記

宮

城

正

作

香

JII 

選
科

則

熊

本

同

輻

澤

富

山

淋
し
き
女

冬
枯
の
田
舎

海
邊
の
家

同

群

馬

同 本
科

松鶴

田

石

川

同

宮萩辻

村原

退

東

京

田

建櫂恒

六面

石

川

水
郷
の
夏
の
タ

同

伊

藤

蔵郎武

東

京

工

女

同

山

口

勇

山

形

花
盛
器

本

科

中

島

助

次

郎

富

山

水

草

同

高

橋

環

新

潟

錨

造

科

臨

時

窟

員

科

春

光

本

科

荻

原

義

彦

栃

木

昔

選
科

川

上

東

京

誕

同

染

谷

東

京

選

科

古

坂

正

勝

東

京

誘

惑

毛
彫
透
模
様
小
筈

同

井杉

閥

濫

鳥

取

同

矢

澤

壽

東

京

金

工

科

本
科

浦

勝駒知哲
三太
郎郎

北
海
道

同

岡

本

疫

同

島

井井崎

武

次雄

長

野

福

岡

タ
イ
ル
岡
案

銅
製
花
瓶
岡
案
第
二
部

議
院
建
築
圏
案

本
科

山

田

猷

埼

玉

同

今

直

東

京

同

長

晋

東

京

同

棚

田

多

作

富

山

同

風

見

茨

城

同

黒

木

資

鹿
兒
島

本

科

生

松

静

夫
通
之
助

島

根
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京

北
海
道

東

藤

森

徳

太

郎

東徳

京

山

本

正

岡

山

本

夫

埼

玉

倉

鼎

久

本

春

雄

島

日

下

喜

義郎

福愛

豫

備

科
日
本
甕
科

栃栃京東

知木木都京

山

本

要鍬
太
郎

和

兵

寺

内

板井加

上

榮
山

四

中

村

郎男

紳埼
奈
庫 川 玉

山

●
新
入
學
生

如
し
。

前肥佐

田

喜

高

知京

西

本
年
度
新
入
學
生
と
し
て
入
學
を
許
可
せ
ら
れ
た
る
も
の
左
の

田

石

崎 川川

悟

宮秋

城

名

本

科

選

科

計

齋
科
：
·
…
…
·
…
…

,
·

1
0
·…
…
…
…
…
•
•

三
·
…
…
…
…
…
•
•

ニ
―
―

霊
科
…

•
•
…
…

…

·
:
'

-
―1
0:
…

…
…
…
…
•
一
…
…
…
…

…
·
：
三
一

〔距〕
製
造
部
…
…
…
…
…
…
・
・
七
·:·
…
…
…
…

•
•O
…
…
…
…
…
…
…
七

彫
刻
科
）
木
彫
部

：
·
·
…
…
…
…
…

1―
-……
…
…
…
…
二
…
•
…
…
…
…
…
・
・
五

[牙
彫
部
：
…
…
…
…
…
…
•
一
：
·
…
…
…
…
…
-
……
…
…
…
…
…
二

第
一
部
；
…
…
…
…
·
：
1
0
·
·…
…

…
…
…

•
O

•
…
…

…
…
…

.. 
I
 

0
 

圏
案
科

一第
二
部
：
·
·
…
…
…
…
…
·
-
…
•
…
…
…
…

:
0
•……
…
…
…
…••一

金
工
科
…

…
…

…

•
••
•
…
•
•

三
：
…
…
…
…
…

•

一
…
…
…
；
：
·
：
·
:
：
四

錨
造
科
：

·
…
…

…

·
…

…

•
•

一
•
•
…
…
…
…
…

•
O…
…
…
…

…
…
…
­

漆
工
科
：

·

：
·
…
…
…
…
…
六
·
:
·
·
…
…
…
…
·
五

•…
…
…
…
…
·

'

-
―

製
版
科
•

•
…

…
…
…
…
…
·
七
：
·
…
…

…

·
:
·
:
-
…
•
•
…
…
…
…
…
•

八

臨
時
窯
員
科
…
…
…
…
…
…
…
六
…
…
…
…
…
…
―
:
…
…
…
…
…
…
・七

圏
甕
師
範
科
…
…
…
…
…
・
・
・
一
五
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
-
五

合
計
・
・
…
…
…
…

・
1
0
0
:
・…
…
…
・
：
一
五
：
…
…
…
．．．
．
 ―-
五

田

渡

藤邊

為幸

雄市

東静

岡

長

豊

＂ 
一艮浩

米
次
郎

＂ 
一日

高

三

郎

伊
三
郎

浩

三

山

梨

田

島邊

喜

大

阪

丹

治

北
海
道

揺

島
幅

岡

紳
奈
川

熊

本

富

永

京

紳
奈
川

長

野

鹿
兒
島

東

星

岩

田

鰺手

阪塚本

宵

山

親榮
之

規徳助新

宇
宙
兒

廣

了

大二

森瓶

義徳

夫松

西
洋
聾
科

佐長

賀

田

勝

野

治

林

和

西

洋

静栃静石

岡 木

小伊大

邊林藤

高

孝

東

京

神
奈
川

井

塚

岡

田

日

本

東

科

山

木

村

質

長

野

卒
業
生
科
別
人
員

巖石

川 京形手川

幸奥狩 川根前

泉 野村本 阪

順
三
郎

善

治

智

保

荘

二

茂
三
郎

邦
次
郎圭

佐

賀

小藤緒

方

龍

岡

山

中

吉

郎隆一正

石

川 京形賀 川

堀

脩

東

富

岡

弘

山 滋石

勝藤北

山居）II

重二 幸

三二英郎友
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愛福

媛

松筒第

＝ 本井部

太英

郎夫

群東

馬京

鈴

木高

五

郎博

玉

鹿
兒
島

埼

圏
壼
師
範
科
第
一
年
級

松

健

蔵

杉

竹
浦崎

治

岐群

阜馬

山

田

岡

日

武

井

新勝

吉雄

岡

山

佃梨平大

政 和重知
五

道祐郎頁

千大熊東石

葉

富大京福

山

谷

了

阪本京川

荒下奥鈴

野

長

畑

田

男

阪

一

英

豊
治
郎

貞

雄

英

夫

虎

雄

山

阪都

井

田木

長

崎形野

島

臨
時
窃
員
科
第
一
年
級

三

村

二

郎

岸

造

山

貞

新佐

褐賀

堺古

Jll 

時成

雄俊

井

高
閾

案

科

第
一
部田

之

中

井

岩

手

ロ

ロ

山

梨玉

東茨

京城

石 宮東石

川城京川

大 滋東群東

阪賀

彫
野三木近小三林塑 吉
彫 刻
澤部江室角 造 年本澤

科
謙部 素有謙義

七
彦郎三雄

間

政

治

高

知京

長

谷

川

亮

一

上

田

秋

夫

山東東

京 京

製
版
科
第
一
年
級

菅

井

剛

彦

一

色

曜

雄

小

林

徳

二

郎

山

浦

一

郎

埼福

島

飯

塚

彦

一

浦

水

新

太

郎

古

屋

幸

壽

寛

東

東富大

京

京

橋

治

郎逹泰三

山

石飯

神
奈
川

東

京
石

川

土

方

久

功

江

波

知

彰

東

駒

太

郎

阪

田

貞

二
直
次
郎

倣

夫

東富愛

山 知

山佐

原

貢
崎

覺

太

郎

本

鴻

北
海
道

東

京
福

島

二之三

群静京

馬

宮

澤

岡

山

ロ

都

溝

ロ

安
太
一艮盆均

熊西

揺東 滋 東

岡

向

阪泉

次

京 馬

小

住長

吉

京賀

野

ロ

京

明

京

岡

鹿
之
助

謙

蔵
消ヮ

百
区

静栃

岡木

金

澤

庸

金

工

科

福

田

三

土

屋

春

錨

造

科

杉

浦

哲

林

信

原
瀬
―
―
―

漆

工

科
中野井

野郎

田

東

京

治

東愛

京 知

重服

部

忠晃

保三
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雇
を
命
す
、
彫
刻
科
助
手
を
命
す
（
四
月
十
日
）

●
辟
令

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
八
ー
ニ
。

T
•

八
・

七
・

三
一
〕

原

長

宗
氏
吉
氏
水
氏

久

米

福

衛

北

原

鹿

次

郎

小
石
川
謳
久
堅
町
七
四
の
二
四
琥
へ
轄
居
。

ヲ
サ
グ
チ

今
回
「
長
口
」
と
改
姓

下
谷
傷
谷
中
三
崎
南
町
二
十
七
へ
轄
居
。

佐

齋

川

五
郎
平

製
版
選
科
第
一
年
級稔

圏
案
科
第
一
部
金
工
科
錨
造
科
漆
工
科
に
於
け
る
豫
備
科
主
任
兼
務
を
命
す

数

授

大

村

崖

美
術
史
研
究
室
主
任
兼
務
を
命
す

●
職
員
動
静

0
六
0
鈴
0
吉

木

宮

角

紫

東

京

山

田

徳宮埼

島 城

大

友

石

川

谷

長

松

雇
助
手

任
東
京
美
術
學
校
助
教
授
、
金
工
科
彫
金
宜
習
撥
任
を
命
す

雇

助

手

小

〔
製
版
実
習
、
製
版
術
〕

任
東
京
美
術
學
校
助
数
授
、
製
版
科
製
習
製
版
搬
任
を
命
す

雇

助

手

長

宮

任
東
京
美
術
學
校
助
数
授
、
化
學
並
化
學
賓
瞼
工
褻
化
學
擦
任
を
命
す

雇

助

手

神

矢

数

任
東
京
美
術
學
校
助
教
授
、
金
工
科
彫
金
賓
習
金
工
製
作
法
換
任
を
命
す

雇

助

手

田

邊

任
東
京
美
術
學
校
助
赦
授
、
園
霊
師
範
科
西
洋
霊
擁
任
を
命
す

雇

助

手

篠

任
東
京
美
術
學
校
助
教
授
、
日
本
聾
科
日
本
盟
換
任
を
命
す

屡

託

玉形城

守

屋

山 茨 岡

山

栃東新

木

酒椎横石

井名 山 JII 

直茂
次

三市郎雄秋重

吉要

新福京長揺

潟島都野

竹大矢鳥

瀧吹居

寅

吉

休
職
を
命
す
（
四
月
二
十
―
―
―
日
）

臨
時
屈
を
命
す
、
文
庫
掛
を
命
す
（
四
月
十
九
日
）

数

授

中

島

渡

村邊

正

見

利
三
郎誠 幸

山

京潟形

小

泉

大

吉

田

高

橋

三榮

繁郎作

新愛

媛

藤

谷

庸

夫

潟

浅

野

秀

一

分

久

下

善

之

丞

依
願
免
本
官
（
四
月
十
四
日
）

鈴 海 吉 成

雇
を
命
す
、
臨
時
鴬
員
科
助
手
を
命
す
（
四
月
十
一
日
）

数

授

平

田 ロ 林 野

鹿

島

英 村

忠

夫

田

西 信 十
一
郎

宗

田

隆

至 親 吉

編
五
郎 清 幸 吉
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依
願
解
雇
（
六
月
四
日
）

兼
任
東
京
女
子
高
等
師
範
學
校
赦
授

叙
高
等
官
七
等
（
以
上
五
月
十
二
日
）

任
東
京
美
術
學
校
助
教
授
（
五
月
十
五
日
）

叙
正
八
位
（
五
月
三
十
日
）

赦
員
検
定
委
員
會
臨
時
委
員
被
仰
付
（
五
月
三
十
一
日
）

兼
任
東
京
女
子
高
等
師
範
學
校
数
授

叙
高
等
官
五
等

雇

森

泉

倉

講

師

岡

田

起

作

依
願
解
屈
（
四
月
十
日
）

考
古
學
授
業
を
啜
託

教

授

小

林

萬

吾

助
教
授

小

林

編

五

郎

雇

助

手

邊

〔術〕

本
校
雇
を
解
き
更
に
講
師
を
勝
託
、
数
務
掛
兼
美
街
史
研
究
室
助
手
を
命
す

（
五
月
二
十
三
日
）

●
辟
令

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
八
ー
三

。

T
•

八
・

八
・

三
一
〕

田

孝

次

従

六

位

高

橋

健

自

雇

助

手

浅

井

助

教

授

海

野

金
工
科
理
事
を
命
す
（
以
上
六
月
二
十
一
日
）

依
願
解
啜
（
以
上
五
月
五
日
）

依
願
金
工
科
理
事
を
免
ず

啜

託

平

田

榮

本
校
雇
を
解
き
更
に
諧
師
を
闊
託

但
金
工
科
宜
習
捲
任
の
事

教

授

松

岡

輝

夫

本
校
の
雇
を
解
き
更
に
講
師
を
啜
託

但
臨
時
寓
員
科
宜
習
搬
任
の
事

数

授

結

城

貞

松

雇
を
命
す
、
漆
工
科
白
山
教
授
付
助
手
を
命
す嘘

託

下

田

次

郎

本
校
雇
を
解
き
更
に
講
師
を
嘱
託

但
彫
刻
科
宜
習
擦
任
の
事

叙
勲
五
等
授
瑞
賽
章

（
以
上
同
月
二
十
三
日
）

高

野

重

人

赦

授

岡

田

三
郎
助

本
校
雇
を
解
き
更
に
講
師
を
啜
託

但
臨
時
窓
員
科
宜
習
擦
任
の
事

数

授

海

野

美

盛

雇

助

手

野

ロ

甚
三
郎

＇ /‘ 

屈

助

手

成

田

隆

清 吉

雇

助

手

北

原

鹿

次

郎

雇

助

手

久

米

福

衛
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錯
造
科
理
事
を
命
す
（
六
月
二
十
一
日
）

本
校
講
師
を
啜
託

但
彫
金
質
習
握
任
の
事

本
校
講
師
を
嘘
託

但
工
藝
製
作
法
揃
任
の
事

赦
育
學
修
身
授
業
を
啜
託
（
五
月
八
日
）

教

授

大

村

西

崖

「
以
上
前
琥
報
告
漏
」

助

敦

授

津

田

信

夫

圏
霊
数
員
志
望
者
に
課
す
る
用
器
聾
法
撥
任
兼
務
を
命
す
（
以
上
五
月
二
十
二

日）

数

授

誹

木

健

介

従

六

位

山

本 齋今

従
七
位

歴
史
及
考
古
學
授
業
を
隅
託
（
以
上
四
月
十
二
日
）

久

藤

数

授

米

桂

一

郎

圏
案
科
金
工
科
錨
造
科
漆
工
科
の
豫
備
科
に
課
す
る
西
洋
霊
搬
任
兼
務
を
命
す

赦

授

白

井

保

次

郎

同
上
の
豫
備
科
に
課
す
る
木
彫
換
任
兼
務
を
命
す
数

授

沼

田

勇

次

郎

同
上
の
豫
備
科
に
課
す
る
塑
造
擦
任
兼
務
を
命
す
（
以
上
五
月
十
三
日
）和
次
郎

佳

蔵
正
三
郎

菅

原

赦

造

黒

木

安

雄

工
藝
展
覧
會
審
査
員
被
仰
付
（
七
月
十
八
日
）
数

授

白

濱

徴

香

取

津辻

田

山

村本

正
三
郎

延
太
郎

信

夫

秀
治
郎

島海

田

佳

突

野

岡

田

雇 講

師

赤

間

運

蔵

崖徴

鎌

禰

壽

治

今

和

次

郎

菅

原

数

造

大
正
八
年
度
師
範
學
校
中
學
校
高
等
女
學
校
赦
員
等
講
習
會
講
師
を
嘱
託
す

（
七
月
四
日
）

同
上
事
務
取
扱
を
啜
託
す

同
上
助
手
を
嘱
託
す
（
以
上
七
月
七
日
）

同 講 同

師

正

木

彦

三
郎
助

美

盛

直

戸

郡

隆 田

同

濱村

雇
を
命
す
、
文
庫
掛
を
命
す
（
七
月
二
日
）

叙
勲
五
等
授
瑞
賓
章
（
六
月
二
十
七
日
）

数

授

白 大

西

吉

柳

生

常

治

郎
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数
授
兼
東
京
高
等

師
範
学
校
教
授

本
校
講
師
を
騒
託

錨
造
科
宜
習
携
任
の
事
（
八
月
十
一
日
）

依
願
免
本
官
（
七
月
二
十
一
日
）

叙
正
五
位

持
旨
を
以
て
位
一
級
被
進
（
八
月
十
日
）
〔
同
年
九
月
十
八
日
死
去
〕

杉

建
築
装
飾
術
研
究
の
為
二
個
年
間
米
國
英
國
佛
國
伊
闊
へ
留
學
を
命
ず
（
八
月

十
五
日
）

依
願
免
兼
官
（
八
月
十
八
日
）

任
京
都
帝
園
大
學
助
教
授

叙
高
等
官
七
等

文
學
部
勤
務
を
命
ず
（
八
月
十
八
日
）

●
職
員
動
静

0
香
取
秀
員
氏
（
隅
託
）
七
月
十
日
母
堂
を
喪
は
る
、
御
哀
悼
に
堪
え
ず
。

0
江
崎
清
氏
（
隔
託
）
八
月
二
十
一
日
令
夫
人
永
眠
せ
ら
る
、
御
傷
心
御
同

情
に
勝
え
ず
。

0
三
浦
雙
一
一
郎
氏
（
元
助
教
授
）
今
春
本
校
を
辞
せ
ら
れ
た
る
同
氏
は
去
る

七
月
二
十
九
日
午
後
十
時
四
十
分
東
海
道
垂
井
騨
に
て
列
車
衝
突
の
奇
禍
に
遭

嘘

託

澤

村

専

太

郎

数

授

古

宇

田

従

五

位

勲

六

等

櫻

岡

大
正
八
年
度
文
部
省
視
學
委
員
を
命
す
（
七
月
十
八
日
）

数

授

小

林

萬 田

櫻

岡

精

吾 宜

一
四
郎

三
四
郎

帝
國
美
術
院
會
員
被
仰
付

帝
國
美
術
院
幹
事
被
仰
付

依
願
解
啜

九
月
八
日

＠
職
員
辟
令

大
正
八
年
八
月
＝
―
十
日

（
各
通
）

學

校

長

正

木

直

彦

同

JII 

合

同 同

小和

堀 田

英

作〔音〕

靭

者
芳
三
郎

同

岡

田

同

高

村

消光三
郎
助 雲

教

授

黒

田

講

師

澤

村

専

太

郎

講

邊

孝

次

任
東
京
美
術
學
校
助
教
授
、
楠
操
授
業
撥
任
兼
赦
務
掛
美
術
史
研
究
室
勤
務
ヲ

命
ズ

講

師 師

田 田

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
八
ー
四
。
T
•

八
・

九
・

―
―1
0〕

ひ
即
死
せ
ら
る
。
悲
惨
の
極
み
な
り
、
御
哀
悼
に
堪
え
ず
。

輝

邊

孝

勤
務
演
習
ノ
タ
メ
九
月
一
日
ョ
リ
十
一
月
―
―
―
十
日
迄
歩
兵
第
三
聯
隊
へ
召
集
ヲ

命
ゼ
ラ
ル

次
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東 石

京川
日
本
甕
選
科
第
一
年

吉

吉

太

郎敏

森

彦

岡

福

島

石

塚

省

＿
帝
國
美
術
院
事
務
ヲ
隧
託
ス

同
月
十
六
日

同

島

諧

師

辻

村

延

太

郎

田

佳

て
出
張
。

＠
選
科
新
入
學
生

も
の
左
の
如
し
。

書

記

北

浦

大

介

化
學
及
工
藝
化
學
ヲ
噌
懸
ス

同

十

月

一

日

突
氏

〔季〕

夏
李
休
業
中
沖
縄
縣
及
岩
手
縣
の
諧
習
會
へ
講
師
と
し

諧

師

森

芳
太
郎

叙
正
五
位
（
特
旨
）

＠
職
員
動
静

結

城

林

ヘ
蹄
省
。

帝
國
美
術
院
書
記
ヲ
命
ス

九
月
十
八
日

＿
帝
園
美
術
院
美
術
展
覧
會
審
査
委
員
被
仰
付

九
月
二
十
二
日

御
宜
母
逝
去
に
付
九
月
九
日
よ
り
一
週
間
郷
里
新
褐
縣

本
年
度
選
科
第
一
年
生
と
し
て
入
學
を
許
可
せ
ら
れ
た
る

（
九
月
二
十
三
日
官
報
掲
載
）

西
洋
盟
選
科
第
一
年

井

筒何
之

陳

元

溜

彫
刻
選
科
（
塑
造
部
）
第
一
年

田

中

久

作

同

（

木

彫

科

）

第

一

年

増

澤

公

平

金
工
選
科
第
一
年甲
子
雄

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
十
八
ー
五
。
T
．
八

・
十
・

三
一
〕

美
學
授
業
ヲ
増
癌
ス

蔵
氏

講

師

菅

原

赦

造

＠
職
員
辟
令

大
正
八
年
九
月
＝
―
十
日

数

授

海

野

美

盛

同

松

岡

孝
太
郎

輝

夫

山

田

香

川

松

原

繁

信

東
洋
彫
刻
史
分
搬
ヲ
命
ス

九
月
十
九
日

（
各
通
）

同

長

原

同

貞

野

長

野

丸

山

節

数

授

結藤

城島

武

松二

大 長 山

阪 形

島

根

木

山

豊
四
郎

助

手

戸

部

隆

吉

支支愛

那

支支

那

雷

公

賀

那

菩

那

張

書

記

屋

代

欽

媛

昇

支

那

諏

戴華

洒牧
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●
職
員
辟
令

叙
勲
五
等
授
瑞
賓
章
（
十
月
二
十
五
日
）

雇 同

中

島

新

助

鎌

蒲

壽

治

光
化
學
及
窟
箕
製
版
研
究
ノ
為
満
二
箇
年
間
米
図
英
國
へ
留
學
ヲ
命
ス
(
+
月

二
十
七
日
）

田

教

授

和

田

英

作

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
八
ー
六
。
T
．
八

・
十
一

・
――
10〕

〔漆〕
溶
工
製
作
法
分
捲
ヲ
命
ズ

＠
職
員
動
静

＠
助
数
授
伊
東
亮
次
氏
本
年
三
月
以
来
窯
員
及
製
版
術
視
察
研
究
の
為
め
、

私
費
渡
米
中
の
所
十
月
六
日
蹄
朝
せ
ら
る

＠
選
科
生
新
入
學
九
月
二
十
九
日
附
を
以
て
左
記
の
通
り
入
學
を
許
可
す

彫

刻

選

科

塑

造

郡

第

一

年

級

奈

良

松

岡

正

雄

0
本
校
設
醤
記
念
日
十
月
四
日
午
前
九
時
よ
り
職
員
生
徒
一
同
大
講
堂
に
参

集
し
本
校
設
置
記
念
式
を
畢
行
、
正
木
〔
直
彦
〕
校
長
の
式
辟
に
次
い
で
勤
組

二
十
五
年
に
亘
る
漆
工
科
講
師
橋
本
市
蔵
氏
に
到
し
て
表
彰
式
を
行
ひ
、
目
録

一
封
を
賑
呈
し
終
る
や
、
本
校
創
立
営
時
の
関
係
者
今
泉
雄
作
氏
の
頗
る
興
趣

に
富
み
た
る
『
回
顧
談
』
（
本
誌
本
琥
巻
頭
説
話
参
照
）
あ
り
、
貞
山
の
講
談

『
義
士
』
一
席
を
以
て
式
を
閉
ぢ
、
式
後
會
議
室
に
て
茶
菓
の
間
に
談
笑
を
交

は
し
て
散
會
せ
る
が
、
営
日
は
卒
業
生
の
参
會
者
頗
る
多
く
、
盛

況

を

呈

せ

り。

赦

授

學
術
宜
地
指
導
ノ
為
京
都
大
阪
愛
知
三
重
奈
一艮
兵
庫
ノ
ニ
府
四
縣
へ
出
張
ヲ
命

ス
(
+
一
月
六
日
）

錨
造
科
主
任
ヲ
命
ス
(
+
一
月
十
四
日
）

●
職
員
動
静
代

幸

十

一

月

一

日

兼

官

な

る

第

一

高

等

學

校

数

授

を

免

ぜ

ら
れ
本
校
数
授
専
務
と
な
れ
り
。

〇
矢

雄
氏

数

學
術
伍
究
ノ
タ
メ
宮
城
縣
へ
出
張
ヲ
命
ス
(
+
一
月
二
十
日
）

東
京
美
術
學
校
雇
ヲ
命
ス
(
+
一
月
十
七
日
）

會
計
掛
ヲ
命
ス

同

印
度
ヲ
留
學
國
二
追
加
ス
(
+
一
月
十
二
日
）

任
東
京
美
術
學
校
赦
授
（
同
日
）

叙
高
等
官
七
等

任
東
京
美
術
學
校
数
授
（
十
一
月
十
日
）

叙
高
等
官
七
等

佛
國
ヲ
留
學
國
二
追
加
ス
(
+
一
月
七
日
）

依
願
解
雇
(
+
一
月
六
日
）

授

島

田

佳

牟

梅

本

教

授

古

宇

田

馨

津

田

信

夫

質

洞

水

組

蔵

助

数

授

津

田

信

夫

数

授

鎌

田

禰

壽

治

白

演

徹邑
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豊
島
師
範

松
葉
小
學

青
山
師
範

数

二とと

祠＜＜

赤

津

隆

助

訓

導

市

村

兼

高

訓

0
井

上

一

艮

鹿

訓訓

導導

五早

代川

規員

信洞

数

数

諭

0
小

林

寛

同

訓訓

森

田

島

長

齢

縣
立
熊
谷
高
女

〔桐
〕

群
馬
縣
相
生
高
女

前
橋
市
久
留
間
尋
常
高
等
小
學

佐
波
郡
境
町
尋
常
高
等
小
學

数

諭

田

村

龍

吉

第
三
高
女

日
本
橋
高
等
小
學

導

狩

野

太

郎

大
里
郡
熊
谷
男
子
尋
常
高
等
小
學
訓

導

栗

巻

直

祐

同

数

ニz如
諏＜

0
今

井

伴

次

郎

埼
玉
縣
立
師
範

数

ニz入
湘≪

藤

邦

造

北
海
道
札
幌
師
範

小
樽
高
女

東
京
府
立
第
一
高
女

数

諭

0
荻

生

数

二Zし
雨(

笹

原

守松

俊

村
松
中
學

数

コ；ら．

涸<<

川

第

八

郎

代

巻
中
學

数

仝
郎―――-n
 

岡

信

義

数

諭

〇
菅

原

次

郎

新
褐
縣
長
岡
女
子
師
範

数

諭

000  
加松安藤

〇
印
を
附
け
た
る
は
本
校
卒
業
生
な
り

数

諭

藤

正

巳
〔直
力
〕

巻

宜

治

●
固
霊
講
習
員
氏
名

長
野
師
範
女
子
師
範

縣
立
佐
世
保
高
女

数

命
悩
苦
＂

0
岡
0
佐

登

貞

治

数

諭

林

長

太

一
、
意
匠
及
圏
案

同

今

和
次
郎

縣
立
姫
路
高
女

数

ニりら．

湘（（

〇
朔
0
小

ロ

滴

一
、
考
古
雑
説

一
、
圏
畳
教
授
法

一
、
窯
員
及
印
刷

一
、
美
術
の
鑑
賞

講

師

原

同

菅鎌

田

蒲
壽
治

数

造

数

諭

0
田

中

寛

群

石

同

白

縣
立
紳
戸
高
女

神
戸
市
荒
田
尋
常
小
學

多
紀
郡
立
高
女

訓数

ニュ
諏＜

河

合

鹿

次

郎

井

二

教

授

大

濱村

西

徽崖

第
一
神
戸
中
學

数

諭

0
倉

智

亮

講

師

数

命
⑱
吾

n

田

勇

数

諭

0
西
0
飯

松

園

〇
畑

十

一

月

二
十
五
日
賞
勲
局
事
務
を
啜
託
せ
ら
る
、
賞

牌
製
作
に
開
し
て
の
こ
と
な
り
と
い
ふ
。

0
田

邊

孝

次

氏

勤

務

演

習

の

為

め

入

隊

中

の

所

十
一
月
三
十
日
除
隊

す。●
本
年
度
文
部
省
圏
聾
講
習
會
十
月
二
十
七
日
よ
り
十
一
月
八
日
迄
本
校
大

講
堂
に
於
て
開
催
さ
れ
た
る
が
、
本
年
度
の
講
師
と
其
講
題
、
併
に
講
習
員
氏

名
次
の
如
し
。

堺
市
立
堺
女
子
手
藝

大
阪
市
高
津
尋
常
小
學

神
奈
川
縣
師
範

兵
庫
縣
縣
立
姫
路
中
學

訓

母

大

熊

赦

=Z 

誂（

0
西

岡

女
子
師
範

〔問〕

佐
久
問
尋
常
小
學

江
戸
川
尋
常
小
學

京
都
府
加
佐
郡
立
高
女

大
阪
府
立
市
岡
高
女

数

諭

0
黒

田

純純進
治
郎 平

第2窪

臥司穀
託

赦

員

菅

治

易

母

0
三

森

連

象

制度改革期

導

高

橋

喜
一
郎

正

吉
氏

教

諭

0
谷

錬
太
郎

784 



山
形
縣
立
酒
田
高
女

鶴
岡
高
女

秋
田
縣
女
子
師
範

福
井
縣
立
武
生
中
學

数数数数

諭諭諭諭

000  
森三相工

田澤馬藤

静佐正

数助数

数

諭授諭

00  
霜波富

田根松

利義

平 三 柏

785 

て

也助巳ふ

幅
島
縣
立
相
馬
中
學

同

會

津

高

女

宵
森
縣
立
弘
前
高
女

青
森
高
女

数

=Z 

諒＜

田

義

之

赦数

諭

原

全
郎
ーー1-
U

〇
樋
0
郷

渡

数

諭

0
相
0
松

馬

治

四

郎

鹿
兒
島
市
立
女
子
職
業
學
校

沖
縄
縣
女
子
師
範

盗
蘭
豪
中
高
等
普
通
學
校

宮
崎
縣
都
城
高
女

東
京
美
術
學
校

長
崎
縣
長
崎
高
女

数

ニZ
諏（

正
八
郎

留
太
郎

藤
一
郎

第19節

数

諭

田

中藤

誠

吾

数

諭

0
宮

崎〔園〕

0
前

田

秀

勇

数

=2 

湘≪

齋

久

基

都
城
女
子
尋
常
高
等
小
學

准

訓

導

紳

田

ふ

み

久
慈
郡
太
田
尋
常
高
等
小
學

栃
木
縣
宇
都
宮
尋
常
高
等
小
學

奈
l

艮
縣
立
櫻
井
高
女

三
重
縣
立
津
中
學

愛
知
縣
渥
美
郡
田
原
町
立
中
學
校
成
章
館

名
古
屋
市
立
第
二
高
女

名
古
屋
市
立
主
蔵
尋
常
小
學

同
市
第
二
高
等
小
學

静
岡
縣
静
岡
郡
立
沼
松
中
學

滋
賀
縣
女
子
師
範

長
野
縣
松
本
女
子
師
範

宮
城
縣
女
子
師
範

鹿
兒
島
縣
女
子
師
範

数

諭

山

形

寛

数

諭

古
加
江

宗

数

吾ろ
nll¥（ 

0
藤

岡

編
三
郎

数

全
郎

1
1—-n 

鳥

飼

清

光

師
範

数

諭

゜今北井
重

信

佐
賀
縣
立
有
田
工
業

宮
綺
縣
師
範

縣
立
宮
崎
高
女

数

諭

扁

田

正

次

郎

数

諭

巳
之
助

大
分
縣
立
中
津
高
女

数

授

啜

託

長

峰

五

月

数

諭導

粟

垣野

保
次
郎

数

ニフ

雨≪

〇
佃

鶴

訓

中

野

廣

三
和
治

高
知
縣
立
第
二
中
學

輻
岡
縣
立
柳
河
高
女

縣
立
築
上
高
女

数

ニ2Z

雨<<

吉

川

虎

雄松

数

諭

心

得

訓

導

鈴

木

数訓

諭

田

内

千

秋

尾

閥

愛
媛
縣
松
山
市
立
松
山
第
三
尋
常
小
學

導

野

本

吉

数

諭

0
太

田

留太
郎
吉 雄

板
野
郡
立
宜
科
高
女

数

諭

岡

本

房安

静

徳
島
縣
師
範

数

諭

須

木

治

郎

吉

師
範

数

全
郎'''"” 

0
山

岸

貞

廣
島
縣
立
幅
山
高
女

敦

今
郎
苔
"

長
谷
川

徳

巖

数

諭

〇
我

妻

榮

吉

勝
山
高
女

数

丑郎
号
""

脇

数

諭甜

紳
0
富

田

昭

岡
山
縣
倉
敷
町
倉
敷
商
業
隅
託

数

師

藤

安
二
郎

山
伊
左
衛
門

田

訓訓

戸

主

馬

太

揖

江

幡

邦

之

助

鳥
取
縣
立
米
子
中
學

島
根
縣
女
子
師
範

敦

諭

板

垣

繁

樹

数

諭

門

脇

勲

茨
城
縣
立
水
戸
高
女

数

命
恥
ニ―

-n

飯

田

芳

文

訓

導

紺

谷

園

作

千
葉
縣
松
戸
宜
科
高
女

野
田
尋
常
高
等
小
學

数
諭
兼
校
長

訓

母

香

取

任

平

金
澤
市
馬
場
尋
常
小
學

同
市
新
竪
町
尋
常
小
學

訓

導

不

破

貞

二

郎

吉

原

喜

一

郎

石
川
縣
立
工
業

数

諭

澤

村

昌

勝
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② 
朝
鮮
大
邸
高
等
普
通
學
校

長
野
縣
立
諏
訪
中
學

栃
木
縣
栃
木
高
女

岡
山
縣
私
立
興
誼
館
中
學

関

連

事

項

①

三
浦
光
風
辞
任
と
牙
彫
部
廃
止

彫
刻
科
は
明
治
四
十
年
六
月
以
降
塑
造
、
木
彫
、
牙
彫
の
一
―一
部
制
を
と
り
、

牙
彫
部
は
教
授
石
川
光
明
と
雇
三
浦
光
風
（
本
名
柳
三
郎
）
が
指
導
に
あ
た
っ
て

い
た
。
大
正
二
年
に
光
明
が
死
去
し
た
後
は
光
風
が
後
任
と
な
り
、
同
七
年
十

一
月
に
助
教
授
に
任
命
さ
れ
た
が
、
翌
八
年
一
月
に
は
辞
職
（
同
年
歿
）
し
、
後

任
の
採
用
は
無
く
、
牙
彫
部
は
事
実
上
廃
止
（
制
度
上
は
同
十
二
年
）
と
な
っ
た
。

そ
の
間
、
大
正
五
年
に
卒
業
生
一
人
、
同
七
年
に
中
退
者
三
人
、
同
八
年
に
卒

業
者
二
人
、
中
退
者
三
名
が
あ
っ
た
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
牙
彫
部
最
後
の
卒

業
生
で
あ
っ
た
故
後
藤
清
一
氏
（
明
治
二
十
六
年
1
昭
和
五
十
九
年
）
の
談
話
に
よ

れ
ば
、
氏
は
牙
彫
修
業
の
後
に
大
正
四
年
に
東
京
美
術
学
校
に
入
学
し
た
が
、

二
年
後
に
は
牙
彫
教
育
は
と
り
止
め
と
な
り
、
木
彫
部
に
編
入
さ
れ
て
高
村
光

雲
の
指
導
を
受
け
た
と
い
う
。

日
本
創
作
版
画
協
会

大
正
八
年
一
月
十
五
日
か
ら
二
十
日
ま
で
三
越
呉
服
店
で
日
本
創
作
版
画
協

会
第
一
回
展
が
開
催
さ
れ
た
。
同
会
は
前
年
六
月
に
山
本
鼎
、
寺
崎
武
男
、
織

田
一
磨
、
戸
張
孤
雁
、
竹
腰
健
造
ら
が
結
成
し
た
団
体
で
、
そ
の
趣
旨
は
、
西

数

鳥

山

新

四

郎

師

0
岡

野

賢

数

諭

安

助

数

諭

0
山
0
有

崎

秋

成

数

丑郎""
a
 

0
多

木

孝

田
恒
友
お
よ
び
眼
病
で
中
退
し
た
石
井
柏
亭
ら
と
『
方
寸
』
を
発
行
し
、
こ
れ

洋
の
美
術
展
覧
会
に
は
必
ず
ニ
ッ
チ
ン
グ
や
木
版
画
の
作
品
が
出
る
の
に
対
し

て
日
本
で
は
非
常
に
優
れ
た
版
画
の
伝
統
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
文
展
は
版
画

を
排
斥
し
、
東
京
美
術
学
校
も
製
版
科
が
あ
り
な
が
ら
写
真
製
版
や
コ
ロ
ク
イ

。
フ
等
工
業
的
製
版
を
専
ら
と
し
て
お
り
、
版
画
の
奨
励
策
は
全
く
講
じ
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
自
画
、
自
刻
、
自
摺
の
新
味
あ
る
創
作
版
画
を
発
表
し
て
世
人

の
注
意
を
喚
起
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
第
一
回
展
の
出
品
者
は
上
記

五
人
の
外
に
石
井
鶴
三
、
小
泉
癸
巳
男
、
萬
鉄
五
郎
、
永
瀕
義
郎
、
広
島
晃
甫
、

逸
見
享
、
前
川
千
帆
、
喜
多
武
四
郎
、
バ
ー
ナ
ー
ド

・
リ
ー
チ
、

M
・
マ
ニ
ン

グ
、
恩
地
孝
四
郎
、
藤
森
静
雄
、
故
田
中
恭
吉
、
故
香
山
藤
禄
ら
で
、
木
版
画

が
過
半
数
を
占
め
た
。
展
覧
会
が
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
成
功
を
お
さ
め
た
た

め
、
同
会
は
以
後
毎
年
展
覧
会
を
開
く
こ
と
と
し
、
官
設
展
に
版
画
部
門
を
設

け
る
こ
と
、
東
京
美
術
学
校
に
版
画
科
を
設
置
す
る
こ
と
、
創
作
版
画
の
普
及

と
版
画
家
出
現
を
促
す
こ
と
、
教
習
所
を
設
立
す
る
こ
と
な
ど
を
目
標
（
『
日
本

創
作
版
画
協
会
第
七
回
展
覧
会
目
録
』
昭
和
二
年
）
に
活
動
を
始
め
た
。
そ
の
結

果
、
大
正
十
五
年
に
は
版
画
も
帝
展
に
出
品
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
会
は

昭
和
六
年
に
日
本
版
画
協
会
へ
と
発
展
す
る
が
、
そ
の
近
代
版
画
史
上
の
功
績

は
甚
大
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
創
作
版
画
運
動
と
東
京
美
術
学
校
の
関
係
を
考
え
て
み
る
と
、

上
記
の
第

一
回
展
で
は
卒
業
生
の
山
本
鼎
（
三
十
九
年
）
、
寺
崎
武
男
（
四
十
年
）
、

石
井
鶴
三
（
四
十
―
―一年）
、
萬
鉄
五
郎
（
四
十
五
年
）
、
広
島
晃
甫
（
同
）
、藤
森
静
雄
（
大

正
五
年
）
や
中
退
生
の
恩
地
孝
四
郎
、
田
中
恭
吉
（
大
正
四
年
歿
）
ら
が
活
躍
し
て

い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
最
も
先
輩
の
山
本
鼎
は
、
そ
も
そ
も
創
作
版
画
運
動
の

発
端
を
作
っ
た
一
人
で
あ
る
。
彼
は
す
で
に
卒
業
の
翌
年
五
月
に
は
同
期
の
森
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